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要旨
現在、ドラッダストアやコンビニエンスストア、インターネットなどで簡単にー殻用医薬
品を手に入れることができ、また、世界保健機関 (WHO)が定義している「自分自身の健
康に責任を持ち、軽度な身体の不満は自分で手当てするとと」すなわちセルフメディケー
ションの意識の高まりによって、一般用医薬品のみならず、特定保健用食品にも関心が高
まっているa このことから、医薬品が非常に身近になり、小学生でも容易に使用で苦るとい
う実態がある。そこで本研究では、改正薬事法が平成21年6月から施行されたことを受け、
平成24年度から薬教育が義務づけられたことで、薬教育受講の有無による学年別影響を意識
して、高校生に対して身近な医薬品に関する調査を実施し、今後の中学校のみならず高等学
校での薬教育の在り方についてアンケート調査により調べることにした。
その結果、医療用医薬品と一般用医薬品を同一視している生徒が多いことや風邪薬、抗炎
症薬、砕い止めの薬、点鼻薬及び睡眠改善薬などの「身近な医薬品Jに共通して含まれてい
ることが多い抗ヒスタミン薬の存在を知っている生徒はわずかであった。医薬品の作用、使
用方法の理解が不ト分な生徒が多く、 「身近な医薬品Jを麓複使用したときの副作用、なか
でも有害作用についての理解ができていないことが分かった医薬教育は、中学生、小学生高
学年から始めるのが良いと回答していた生徒が全体で759百もいたことから、早い段階での薬
教育の必要性を感じている生徒が多いととが分かった。
また、生徒から薬教育への養護教諭に対する期待度が非常に高く、養護教諭は薬教育の中
心的役割を担うべきであるといえる。養護教諭のパートナーとしては、体育教諭、ついで担
任教諭と回答した割合が多かった。これは、専門性を有する専門家よりも中学校や高等学校
の保健の授業で体育教諭が授業をすることが多いからであると考えちれる。乙のことから、
養護教諭が中心となり学校内の教諭さらには保護者への教育部|績を日頃から行い、外部の専
門家からの協力を得て専門性を高める必要があると考えられる。
1.緒言
現在、ドラッグストアやコンピニエンスストア、インターネットなどで簡単に一般用医薬
品りを手に入れることができる。
また、世界保健機関 (WHO)が定義している「自分自身の健康に賓任を持ち、軽度な身
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体の不満は自分で手当てすることJ2)すなわちセルフメディケーションの意識の高まりによっ
て、一般用医薬品のみならず、特定保健用食品にも関心が高まっている。
日本学校保健学会による「医薬品に関する教育Jの授業を受けた小中学生にしたアンケー
ト調査で、小学生が約20%強、中学生では約10%強が学校に医薬品を持参していた号自分の
判断で医薬品を服用していると回答したのは、小学生で約15%、中学生では約30%であっ
た九乙の結果から、医薬品は非常に身近なものであり、小学生でも容易に使用できるという
実態がある.
改正薬事法が平成21年6月から施行されたGことを受けて、中学校学習指導要領が改正され
平成24年度から中学3年生に対して薬教育が義務づけられた凡そこで本研究では、高校生に
対して、 ζの薬教育受講の有無による学年別影響を意識して、身近な医薬品に関する調査を
実施し、今後の中学校のみなちず高等学校での薬教育の在り方の課題と展望について検討す
ることにした。
江調査方法
1.調査対象
本調査は、鹿児島県のA高等学校(生徒数約1，200人)の各学年同じコースの1クラスを任
意に選択し、 1年生28入、 2年生2宮人及び3年生32入、合計昌宮人を対象として、無記名・選
択式(一部記入式)の書薗調査{アンケート用紙記入方式)を実施した。調査用質問用紙の
限布l立、事前に連絡した後夜接訪問して各教諭に阻布した。記入後、教諭が調査用質問用紙
を回収し、手渡ししてもらう形式をとったe 調査は平成26年5月から6月にかけて実施した.
なお、調査は、自由意思による回答と個人情報保護を含め倫理的配慮を最大限に行った{本
学倫理審査による許可済) 0 
2.調査用質問内容
表1.アンケート項目
L医薬品在一人で翼ったととがありますか，
1-2.1で「はいJと答えた方は入賞うと曹に医薬品目使用法人医薬品に合まれている成分などを確認しま
したか。
1-3.1で「はい」と答えた方は入どのような医薬品を奥いましたか。当てはまるものにOをつけてくださ
い{槙数選択可能)。
2.友人や知人に医薬品をもらって、服用したととがあ唖ますか。
2-2.2で「はいJと客えた方t弘もちうと吉どのような医薬品で、ど申ような成分が吉まれているか確認
しましたか.
3医薬品には医療用薬品と一様用薬品がありますが、違いが分かりますか@
生医療用医薬品目処方勢をもらったと吉、吉ちんと説明をしてくれました由、
5.医療用医薬品をもらったと曹、作用と服用の仕方を理解して服用していますか。
6.震薬品を服用して聴くなったととはありますか。
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7.1日に2種類以上田一犠期医薬品〈市販田義)を服用したことは畠りますか。
7-2.7で「はい」と事えた方は、何田医薬品を援用しましたかー護支えなければご記入くだ古い。
8廃薬品を服用して闘ったことは晶りますか@
8-2.8で「はい」と事えた方は、どのようなときに割ったのか、ど田ように図ったかど記入くだ苫い.
9.震薬品を服用して良かったと思うことはありますかe
9-2.9で「はい」と事えた方は、どのようなときに良かったと怒った田かご記入〈だ古い.
10夜眠れないときに飲む経眠改善薬という薬があることを知っていますか。
10-2.10で「はいj と番えた方は、聖書暗記改善薬を服用したことがあ坦ますか。
11風邪薬と乗り物砕い止め薬を同時に線用しても良いと思いますか盆
12頭痛薬と隠磁改著薬を同時に服用しても良いと思いますか。
13抗ヒスタミン薬という言葉を聞いたことはありますか。
14.風邪薬と点鼻薬に同じ成分が入っているも田があるという乙とを知っていましたか.
15平成24年度から、中学3年生は義教育が義務化吉れましたが知っていましたかe
16薬教育は識が中心となってするべ吉だと思いますか.
17養護教諭が中心となって義教曹をする場合、パートナーは誰が良いと患いますか.
18薬教曹はど自学年から始める自が良いと思いますか.
m.調査結果
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調査舟質問用紙の回収惑は、 89人中呂哲人(10日%)であったα なお、表中の回答割合
(%)については小数点以下を四捨五入して整数で表示していること、また、複数選択箇所
があることから回答割合の内訳を合計した数績は必ずしも100%にはならない。複数選択と
していない箇所で複数選択があった場合は集計から除外した。
表 2.調査結果 〈特記している所以外はn=89)
題審数回答割合偶)
賀間1 医薬品を1人で闘ったζとがありますかE
. iまい 38 43 
昭いいえ 51 57 
費問1-2.1で「はいj と客えた/jは、買うときに医薬品目笹用法、医薬品E脅まれている成分などを確認しまし
たか(n-38) • 
-はい 25 66 
-いいえ 13 34 
賀間1-3.1で「はいjと替えた方は、どのような医薬品を買いましたか。当てはまるものにOをつけてくだ吉い
{櫨数選択可書酌 恒=3田園
風邪藁 20 53 
・頭痛薬 19 50 
・点鼻薬 7 18 
調点眠薬 15 39 
・そ自他控室り車1 【痛みどめ1 [口内損1 [忘れた1 [記入なし 5 13 
・無図書 1 3 
費問2 友人や知人に匿事品をもらって、援用したことがありますか。
}まい 38 43 
闘いいえ 51 57 
費問2-2.2で fはいj と事えた方は、もらうときと田ような麗嘉晶色ど0)ような成分が含まれているか確認し
ましたかな1戸38) • 
. iまい 18 47 
闘いいえ 20 53 
費問8 援薬品には医療用挺薬品と一般用挺藁品がありますが、遣いが分かりますか阻
aはい 27 30 
62 70 
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費問4 医療用医薬品的処方壇をもらったとき、きちんと説明をしてくれましたか。
闘はい
・いいえ
賀間5 陵癒用医薬品をもらったと昔、作用と服用田仕方を理解して服用していますか，
-はい
ーいいえ
費問6.挺薬品を服用して限くなったととはありますか，
5まい
・いいえ
.離回答
賀間7. 1自に2種類以上由
はーい
掴いいえ
.輯問書
質問7-2.7で「はいj と帯えた方は、
お (n"14) • 
頭痛
a鼻縄開議(鼻水を止める紛
.点限薬
・胃腸薬
闘のEの痛み止め出薬
酒せき止め昭薬
'F痢止め申華
.且邪藁
アトピーの薬
覚えていない
無回笹
質問8 医薬品を服用して図ったことはありますか也
・}まい 12 13 
掴いいえ 73 82 
・無回答 4 4 
質問8-2.8で「はいj と替えた方は、どのようなときに闘ったのか、ど昭ように闘ったかご記入〈ださい
(自由記述) U1"12). 
アレルギーが出た
瞬くなる
手が暗いれんした
.体がだるくなった
・全身にぶつぶつができかゆ〈立った
'属機擦が腫れた
幽いつも服用Lている葺とー輔に散んで気分が悪くなった
.のどが潟く
・記入なし
費問9.医薬品を服用して員かったと思うことはありますか。
}まい 58 65 
いいえ 25 28 
・無回答 6 7 
費問92.9で円立いj と替えたがま、どのよう註ときに良かったと思ったのかど記入〈ださい(自由記遡
U1"58) • 
掴治った
・痛みがな〈なった(やわらいだ〕
・体が棄になる{体調が良〈なる)
.効累がでた
早くよくなる
授業に集中できる
・頭捕，邑理痛
・離図書
98 
2 
87 
2 
74 
26 
66 
23 
??????
般用医薬品(市販由薬)を服用したととはありますか
14 16 
71 80 
44 
情的医薬品を撮用しましたか。差支えなければご記入ください{自由紀
?????????
?
???
???????
?
。 ， ?
?
???
?
???
?
? ー ?
?
?
????????????
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費問10.費眠れないときに散む睡眠改善藁という薬があることを知っていますか@
}まい 42 47 
-いいえ 43 48 
園無間笹 4 4 
畳間10-2.10で「はいj と書えた方は、睡眠改善薬を服用したととがありますかU1"42) • 
ー }:ìv~ 4 10 
-いいえ 38 90 
質問11 風邪識と乗り鞠砕い止め薬を同時に服用しでも良いと思いますか.
-はい
??? ???
-いいえ
無図書
置問12 頭捕薬と醸峨改善薬を同時に服用しても良いと思いますか園
5まい 21 24 
・いいえ 64 72 
・無間韓 4 4 
置関13 抗ヒスタミン識という言葉を闘いたととはありますか.
はーい 6 7 
aいいえ 79 89 
-離陸嘗 4 4 
曹関14.風邪薬と点鼻薬に同じ成骨がλっているものがあるというととを知っていましたか。
闘はい 9 10 
温いいえ 76 85 
-無回答 4 4 
貴闘15.平成24年度から、中学3年生は韓親育が義務拡されましたが知っていましたか@
聞はい 5 6 
司いいえ 84 94 
費問16‘車教脊は護部中心となってするべきだと思いますかむ1唱7).
-校長先生 4 5 
-教頭先生 。 o 
掴担在の先生 3 3 
聾纏教諭 62 71 
ー体脊教諭 10 11 
-そ開催撲剤鰯] 2 2 
[全員] 2 2 
伏人] l 1 
[専門の人] 1 1 
[記入なし] l 1 
-無障害 l l 
世間17.撞護教諭が中心となって薬教育をする場合、パ トナ は誰が良いと思いますか (n"88)。
国校長先生 6 7 
-教頭先生 1 
-担任の先生 24 27 
-体育教諭 52 59 
闘そ自他 E襲割問 l 1 
[専門田Al 1 1 
[教員] l 1 
[記入なし] l l 
-無回答 l 1 
費問18 薬教育はど由予年から始めるのが良いと患いますか (n"88)
小学生低学年 7 8 
-小学生中学年 8 9 
-小学生高学年 22 25 
圏中学生 44 50 
割高校生 3 3 
-専門学窓，大学生 2 2 
-離図書 2 2 
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lV.考察
L 医薬品を1人で買ったことがあるかについて
今回調査を行った中で、全体の43%が1人で医薬品を買ったことがあり、そのうち66%の
生徒は買うときに医薬品の使用方法、医薬品に含まれている成分などを確認しているという
結果になった.買った医薬品の種類で「風邪薬」又は「頭痛薬Jと回答したのは約半数以上
を占めていた。また、中学生を対象とした医薬品適正使用に関する意識調査で中学2年生103
人に「自分でくすりを買うことができるのは、どれだと恩いますかJという関いに対して、
「ドラッグストア (68%)J 、 「薬局 (61.2%)Jが最も多く、ついで「医療機関
(42.7%) J rコンビニエンスストア (35%)Jという結果的から隠薬品を容易に入手でき
るという認識が高いといえる.
2.人からもらった医薬品の服用について
「友人や知人に医薬品をもらって服用したととがありますか」という問いに対して、 「服
用したことがある (43%)Jという結果になったe また、 「医薬品をもらうときどのような
医薬品で、どのような成分が含まれているか確認しましたかj という向いに対して「はい
(47%) Jという結巣になった。日本学校保健学会による「医薬品に関する教育」の授業を
受けた小中学生にしたアンケート調査で、自分の判断で医薬品を服用していると回答したの
は小学生で約15%、中学生では約30%')で、今回のアンケート調査では‘全体の約50%の生
徒が、友人や知人から成分や作用を確認しないまま入手し、自分の判断で服用していること
が分かった。また、全国の20~69歳の男女600人のうち60%以上の人が、自分が処方された
医療用医薬品を家族を含む他人にあげた経験がある九とのことから、年齢が上がるにつれて
自分の判断で医薬品を服用する傾向があるのではないかと考えられる@
3.医療用医薬品と一般用医薬品の違いの認知度について
医療用医薬品と一般用医薬品の違いの認知度について、 「医薬品には医療用医薬品と一般
用医薬品がありますが、違いが分かりますかJという問いに対して「いいえJと回答した生
徒は、 1年生、 2年生及び3年生でそれぞれ75%、62%及び72%という結果になった(関
1) .高等学校学習指導要領8lでは解説で第2章1:r医薬品には、医療用医薬品と一般用医薬
品があること、承認制度により有効性や安全性が審査されていること及び販売に規制がある
ととを理解できるようにするJ切と記されているが、各学年の割合にあまり違いがなく、全体
で70%もの生徒が違いを認識していないという結果になった。とのととから、授業の理解が
で吉ておらず、医療用医薬品と一般用医薬品を同一視している可能性があると考えられる。
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図1 医療用薬品と一般用薬品の違いの認知度について
(1年生n=28、2年生n=29、3年生n=32)
4 医療用医薬品の処方第をもらうとき説明を受けるかについて
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「医療用医薬品の処方舞をもらったと宮、きちんと説明をしてくれましたか」という闘い
に対して、ほとんどの生徒が説明を受けたという認識があることが分かった(図2) 0 
機はい
98% 
vいいえ
2% 
図2 医療用医薬品の処方筆をもらうとき説明を受けるかについて
(1年生n=28、2年生n=29、3年生n=32)
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5.医療用医薬品をもらったとき、作用と服用の仕方を理解しているかについて
質問4の「医療用医薬品の処方雲監をもらったとき、きちんと説明をしてくれましたか」と
いう聞いに対して、ほとんどの生徒が「はい」と答えていた(図2)が、質問5の「医療用医
薬品をもらったとき、作用と服用の仕方を理解して服用していますか」という聞いに対して
は、 「いいえ」と回答している生徒が約25%にも及んだ(図3)。乙のととから、医療用医
薬品の処方築の説明を受けたという自覚はあるものの約25%もの生徒は、作用や使用方法の
理解までには十分に至っていないことが分かった。
事務はい 74%
ばいいえ
2酔6
図3 医療用医薬品をもらったとき、作用と服用の仕方を理解しているかについて
(1年生n=28、2年生n=29、3年生n=32)
a医薬品を服用して眠気を感じたととがあるかについて
「医薬品を服用して眠くなったことはありますか」という聞いに対して、 「はい」と回答
した生徒は、各学年差はなく、 60~栢程度であった(図4) 。このことから、医薬品の使用に
より眠気を体験した生徒が相当数いることが分かった。
80% 
.. %.ーニニニニニニニニニニニニ-" "ーニニニニニニニニニニ
60% 
50% 一
}まb、 はい いいえ はい
3年
図4 医薬品を服用して眠気を感じたことがあるかについて
(1年生n=28、2年生n=29、3年生n=32)
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7. 1日に複数の一般用医薬品(市販の薬)の服用について
r1日に2種類似上の一般用医薬品(市販の薬)を服用したととはありますか」という聞
いに対して、 「はい」と回答した生徒は16%(無記名4人を抜いた) (n=85)に留まった
(図5)0 具体的に使用した一般用医薬品は、 「頭痛薬」、 「鼻炎の薬(鼻水を止める薬)J、
「点眼薬」、 「胃腸薬」、 「のどの痛み止めの薬」、 「せき止めの薬」、 「下痢止めの
薬」、 「風邪薬」、 「アトピーの薬」及び「覚えていない」と多岐に及んでいた(図的.
このことから、安易な医薬品の併用は有害作用の発現を懸念されることから注意が必要と考
えられる.
織はい16%
ばいいえ80%
・無記名4%
図5 1日に複数の一般用医薬品
(市販の薬)の服用について
(1年生n=28、2年生n=29、3年生n=32)
且医薬品を服用して困ったことについて
頭痛
鼻炎の薬(易水を止める劃
点目艮薬
胃劇薬
のどの痛み止めの集
せき止めの業
下痢止めの薬
風邪薬
アトピーの薬
覚えていない
割回答
012 346 
図6 質問7で「はい」と答えた生徒が
服用した医薬品
(1年生n=28、2年生n=29、3年生n=32)
「医薬品を服用して困ったことはありますか」という聞いに対して、 「はい」と回答した
生徒は13%(無記名4人を抜いた) (n=85)に留まった。 rはい」と回答した生徒に、 「ど
のようなときに、どのように困ったか」と問うと、 「眠くなる」と答えた割合はわずか16%
であった.また、質問6の「薬を服用して眠くなったことはありますかJ (図4)という聞い
に対しては、全体で約65%の生徒が眠くなったことがあると回答しているように、世の中で
使用されている鎮痛薬風邪薬の多くは服用すると眠くなる.しかし、薬を服用して眠くな
るととが岡ると感じている生徒がわずか16%であるととから、副作用の中でも有害な作用と
しての認識がされていないものと考えられる.
9.医薬品を服用して良かったことについて
「医薬品を服用して良かったと思うととはありますか」という聞いに対して、 「はい
(65%) Jという結果になったはい」と答えた生徒に、 「どのようなときに良かったと
思ったか」と問うと、 「治った(とき)J、 「痛みがなくなった(やわらいだ)J、 「体が
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楽になる(体調が良くなる)Jを合わせると70%近くにも及んだ。質問8の「医薬品を服用
して困ったととはありますか」という聞いの割合と比較すると、医薬品に対して良い印象を
もっている生徒の割合の方が高いことがいえる.このことから、体の調子を回復させるため
に医薬品への期待度が高いことが分かった.
10 睡眠改善薬について
「夜眠れないときに飲む睡眠改善薬という薬があることを知っていますか」という聞いに
対して、知っていると回答した生徒は47%であった.そのうち使用したことがある生徒は
10%に留まったが、睡眠改善薬への関心はそれなりにあるものと考えられる.
11 風邪薬と乗り物酔い止め薬の併用について
「風邪薬と乗り物酔い止め薬を同時に服用しでも良いと思いますか」という聞いに対し
て、 1年生「はい (21%) J、2年生「はい (52%)J、3年生「はい (33%)J (無回答5
人を抜いた) (n=2η となり、全体で「はい (36%)J (無回答5人を抜いた) (n=84)と
いう結果になった(図7)。多くの風邪薬には、眠気をもたらす抗ヒスタミン薬が含まれて
いるが、乗り物酔い止め薬の主成分は抗ヒスタミン薬そのものである.これらを併用するこ
とは、意識レベルを低下させるなどの危険性を増大させる可能性がある.このことから、両
医薬品の併用はすべきではなく、十分な薬教育の実施が求められる。
90% 
図7 風邪薬と乗り物酔い止め薬の併用について
(1年生n=28、2年生n=29、3年生n=27)
12.頭痛薬と睡眠改善薬の併用について
「頭痛薬と睡眠改善薬を同時に服用しでも良いと思いますか」という聞いに対して、 1年
生「はい (14%)J、2年生「はい (38%)J、3年生「はい (21%)J (無回答4人を抜い
た) (n=28)となり、全体で「はい (25%)J (無回答4人を抜いた) (n=85)という結果
になった(図的.質問11の「風邪薬と乗り物酔い止め薬を同時に服用しでも良いと思いま
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すかJ (図7)と比較すると、各学年ともに質問11より約10%、頭痛薬と睡眠改善薬を同時
に服用してはいけないと回答している生徒の割合の方が高い.しかしながら実際は、頭痛薬
と睡眠改善薬の併用より風邪薬と乗り物酔い止め薬の併用による抗ヒスタミン薬作用の増強
の方が、リスクがある.このことから、それぞれの医薬品の作用の理解までには至っていな
いと考えられる.
図8 頭痛薬と睡眠改善薬の併用について
(1年生n=28、2年生n=29、3年生n=32)
13.抗ヒスタミン薬の認知度について
抗ヒスタミン薬は、鼻水止めや捧み止めなどの作用があり、鼻風邪やアレルギー性鼻炎、
アトピー性皮膚炎、尊麻疹などのアレルギー疾患の治療でよく用いられ、一般的な副作用と
して口の渇き、眠気、めまい・ふらつき、だるさ、下痢などがある抗ヒスタミン薬とい
う言葉を聞いたことはありますか」という聞いに対して、全体の約190%の生徒が聞いたこと
がないという結果になった(図的が、質問1の1人で医薬品を買ったことがあると答えたう
ちの66%の生徒が、質問1-2の1人で薬を買うときに医薬品の使用方法、薬に含まれている成
分などを確認していると回答していたが、確認した気でいて理解して服用していないととが
分かつた.戸ラッグストアや薬局、コンビニエンスストア等で医薬品に触れる機会が多く
なっているため、日常の生活で医薬品などが身近になり、医薬品を服用するということに対
して抵抗が少ないのではないかと考えられる。副作用で眠気等を伴う抗ヒスタミン薬は、夜
使用するときは支障をきたさないかもしれないが、日中の諸活動の内容によっては重大な事
故や支障をきたす恐れがある.新中学校学習指導要領の第2第7節保健本育科・保健分野の薬
教育5)10では、抗ヒスタミン薬についてまではふれていないが、抗ヒスタミン薬は世の中で広
〈使われているため早い段階から抗ヒスタミン薬について正しい知識をもたせる必要がある
と考えられる.
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援はい7%
3いいえ
.9% 
-無回答
4% 
図9 抗ヒスタミン薬の認知度について
(1年生n=28、2年生n=29、3年生n=32)
(松本・坂口)
14.風邪薬と点鼻薬に同じ成分が入っているものがあるというととの認知度について
「風邪薬と点鼻薬に同じ成分が入っているものがあるということを知っていましたか」と
いう聞いに対して、全体の85%の生徒が知らないと回答している(図10)。風邪薬には鼻水
を抑えるために抗ヒスタミン薬が配合されていて、鼻炎に対して必要以上に抗ヒスタミン薬
を使用してしまうととにつながる。とのととから、身近に使われている抗ヒスタミン薬のよ
うな医薬品が用途の違いがあっても共通に使われているという認識が低いことが分かった.
憶はい10%
、いいえ
師%
・無回答6%
図10 風邪薬と点鼻薬に同じ成分が入っているものがあるということの認知度について
(1年生n=28、2年生n=29、3年生n=32)
15 薬教育の認測度について
中学校学習指導要領が改正され、平成24年度から薬教育が事実上義務づけられた平成
24年度から、中学3年生は薬教育が義務化されましたが知っていましたか」という聞いに対
して、全体の94%が知らないと回答している(図11) 0 1年生、 2年生は中学3年生のとき
に、薬教育を受けているにもかかわらず1年生、 2年生合わせて全体で6%しか知らないとい
う結果になった。このことから、ほとんどの生徒が薬教育に対して認識が低いことが分かつ
た.
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裁はい6%
、いいえ
94% 
図11 薬教育の認知度について
(1年生n=28、2年生n=29、3年生n=32)
16 薬教育は誰が中心となってするべきかについて
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「薬教育は誰が中心となってするべきだとJ思いますか」という聞いに対して、各学年とも
に「養護教諭」と回答した生徒の割合が最も高い結果になった(図12)0 また、小学校教諭
へのアンケート調査から、薬教育において養護教諭に率先して取り組んでほしいという現場
の声が多く、養護教諭の専門性の期待が高い11)ととが分かつた。特に、学校の中で期待度の
高い養護教諭については薬への専門性をさらに深めていく必要があり問、本研究でも同様な
結果となった.
26 
20 
16 
10 
5 
2直.
oぷ三工 o 0 0 
校長先生 教頭先生 忽任の先生 養護放論 体育設諭 その他 無回答
識1年生、2年生・5年生
図12 薬教育は誰が中心となってするべきだと思いますか
(1年生n=28、2年生n=29、3年生n=30)
17.養護教諭が中心となって薬教育をする場合のパートナーについて
「養護教諭が中心となって薬教育をする場合、パートナーは誰が良いと思いますか」とい
う聞いに対して、各学年ともに「体育教諭」と回答した生徒の割合が高く、ついで「担任の
先生」という結果になった(図13)。その他には、 「薬剤師」、 「専門の人」などl栗ずつ
回答されていたが、専門性を有する専門家よりも身近な体育教諭、担任の先生の回答割合が
(松本・坂口)学校における身近な医薬品の教育に関する研究204 
高かったのは中学校や高等学校で体育教諭が、保健の授業をするととが多いととから養護教
諭のパートナーとしてふさわしいと回答したのではないかと考えられる.とのととから、養
護教諭だけではなく、体育教諭をはじめ学校内の全ての教諭が医薬品に関する正しい知識を
身に付けて、薬への専門性を深めていく必要があるといえる。
~9. '~8' 20 
16 
10 
s 
1 0 00 ' 
無回答その他体育教諭
総1年、2年・8年
担任の先生教頭先生校長先生
。
養護教諭が中心となって薬教育をする場合のパートナーについて図13
(1年生n=28、2年生n=28、3年生n=32)
18.薬教育を始める学年について
「薬教育はどの学年から始めるのが良いと思いますか」 という聞いに対して、各学年とも
を「小学生高学年」さらに、「中学生」が最も多く、全体では「中学生」が半数を占め、
と回答した生徒はほとん
に「専門学生、大学生」を含めてもわずか5%という結
呆になった(図14)0 また、小学生においても学校に医薬品を持参し、自分の判断で医薬品
を服用するととがある幼ととにより、早い段階から薬教育をする必要があるのではないかと考
「高校生」これに対して、含めると75%という高い割合を示した。
「高校生」さらに、どいなかった.
τlf 
???????
えられる.
.回答専門 存生大学生高慢隼中学生小学盆商学年<4些主中学卑<，学生低隼年
総1年生、2年生・8年生
図14 薬教育を始める学年について
は年生n=27、2年生n=29、3年生n=32)
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V.総括及び結論
今回の高等学校の生徒への「身近な医薬品Jに関する調査結果から、学校教育における薬
教育には次の現状と課題があることが分かった。
1.薬教育は、全体で75%もの生徒が中学生と小学生高学年から始めるのが良いと回答して
いたととから、早い段階からの薬教育の必要性を感じているととが分かったe また、医療用
医薬品と一般用医薬品を同一視している生徒が多いことや医薬品の作用、使用方法の理解が
不十分な生徒が多かったe
2. r身近な医薬品」、すなわち風邪薬、抗炎症薬、酔い止めの薬、点鼻薬及び睡眠改善薬
に共通して含まれているととが多い抗ヒスタミン薬の存在を知っていた生徒はわずか7%であ
り、表面上用途の異なる「身近な医薬品Jを重複使用したときの、副作用のなかでも有害作
用について理解できていないことが分かった。
3.生徒からの薬教育への養護教諭に対する期待度は最も高かったが、それはその専門性を
高く評価している現れであると考えられる。
以 kのことから、子どもたちへの薬教育は、薬の化学的根拠に基づく使用や健康被害防止
のために早期段階からの教育が必要で、その中心的役割は養護教諭が担うべきである。しか
しながら、養護教諭の学校への配置は原則l入、多い所でも2人1:留まっている@このことか
ら、養護教諭自身が外部の専門家からの協力を得て、専門性を高めながら学校内の教諭さち
には保護者への教育訓練を踏まえるなど、日頃より恒常的で地道な教育体制作り、すなわち
チーム教育が、より効果的な薬教育を子ども違へ提供できることに繋がるものと考えられ
る.
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